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研究成果の概要（和文）：本研究では、まず対象地の将来の地域気候予測を行うとともに、対象地の水・土砂災
害リスク評価とリスク低減のため将来都市環境ゾーン地図、および都市高温化予測とその緩和のための将来都市
環境ゾーン地図の作成を行った。協働型ワークショップによる対象都市の気候変動適応型再自然化計画シナリオ
作成を行った。ここでは、科学的知見と地域の知を融合し、生活者の意向も反映した形で気候変動適応型再自然
化計画メニュー作成を行う形とした。そして最後に、気候変動適応型再自然化計画メニューの評価、気候変動適
応を目的とした再自然化計画メニューの提案を行った。

研究成果の概要（英文）：At first, local climate predictions were performed for some cities. Then, 
future environmental zoning maps are made from the viewpoints of reducing the flood risks and heat 
risks based on the predictions. By using the zoning maps, collaborative workshops are performed for 
making the urban environmental plan scenarios with climate change adaptation. Here, scientific 
knowledge and local wisdom are integrated for the scenario design. Finally, the scenarios are 
evaluated from the viewpoints of reducing the flood risks and heat risks, and re-naturalization menu
 are proposed.   

研究分野： 都市環境計画
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
気象学のみならず、地理学や建築学等、幅広い分野で、これまで都市気候に関する研究が行われてきており、そ
の蓄積は多い。しかし、それらの多くは認識科学的視点に基づくものであり、現象の解明そのものに目的があ
る。それに対し、本研究は認識科学的分野の専門家と、設計科学的分野の専門家の協働により、認識科学的視点
に基づく研究の成果をもとに、都市づくりの現場で実際に役立つ指針の作成を行うという設計科学的視点に基づ
くものであり、この点に本研究の意義があると考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 近年、地球規模の気候変動の影響が、ますます明瞭となってきており、都市部においても様々
な形でその影響が見られる。例えば、2014 年 8 月 20 日に発生した「8.20 広島豪雨災害」で
は、1 時間最大 121mm、24 時間累積最大 287mm という観測史上最大の集中豪雨が発生し、
それにともなう土石流等により、死傷者 143 名、建物被害 4,749 棟（ともに 2014 年 12 月 26
日時点）という甚大な被害が引き起こされた。また、2015 年 7 月の熱中症による国内の救急
搬送人数は 24,567 名（総務省資料による）と過去最多を記録している。このように、降雨強
度の高まりによる水・土砂災害、高温化による健康被害等は、目に見える形で増加しており、
これらは気候変動の影響と考えられている。そのため、都市づくりの現場においても、これら
気候変動による影響への適応が求められている。 

水・土砂災害リスク低減や都市高温化緩和のための方策としては様々なものが考えられるが、
都市部における自然空間（緑地等）の導入が、有効な方策のひとつと考えられる（自然空間は、
雨水流出抑制や根系の土壌緊縛等により、水・土砂災害の抑制機能を有している一方で、高温
化緩和機能も有している）。これまで我が国の都市は、市街化圧力が大きく、そのような自然空
間を大規模に導入することは困難であったが、今後は都市の中の密度が低くなることが予想さ
れる。そのため、未利用空間・低利用空間の中で、自然に戻すべき場所を積極的かつ効果的に
自然に戻すこと（都市内再自然化）により、有効な気候変動適応計画が可能になるものと思わ
れる。このような都市内再自然化を戦略的に行う方法論は確立されておらず、気候変動適応を
目的とした都市内再自然化計画手法の確立が必要と考えられる 
 
２．研究の目的 
 以上のような背景から本研究では、複数都市を対象とし、科学的視点から気候変動適応のた
めの再自然化指針をステークホルダーに伝えるための将来都市環境ゾーン地図集を作成するこ
とを第 1 の目的とした。なお本研究では、気候変動適応として、特に都市部での影響が顕著な
水・土砂災害リスク低減、および都市高温化緩和の 2 つを扱うこととした。具体的には、メソ
気象モデルを用いて、対象地の将来の都市気候予測を行い、その結果を用いて、水・土砂災害
リスク低減、都市高温化緩和から対象地をゾーニングし、各ゾーンに対して適正な土地利用を
提示した地図を作成した。次に、協働型のワークショップを開催し、その場で将来都市環境ゾ
ーン地図集を実際に利用して気候変動適応を目的とした計画メニューを作成することを第 2 の
目的とする。そして最後に、対象都市での実践を通して、他都市でも活用可能な形で「気候変
動適応を目的とした人口減少時代の再自然化計画指針」を作成することを第 3 の目的とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、まず平成 28 年度に対象地の将来の地域気候予測を行うとともに、対象地の水・
土砂災害リスク評価とリスク低減のため将来都市環境ゾーン地図を作成した。次に、平成 29
年度は対象地の都市高温化予測とその緩和のための将来都市環境ゾーン地図の作成、協働型シ
ワークショップによる対象都市の気候変動適応型再自然化計画シナリオ作成を行った。ここで
は、科学的知見と地域の知を融合し、生活者の意向も反映した形で気候変動適応型再自然化計
画メニュー作成を行う形とした。平成 30 年度は気候変動適応型再自然化計画メニューの評価、
気候変動適応を目的とした再自然化計画メニューの提案を行った。 
 
４．研究成果 
 研究成果は以下の 3 点である。 
(1) 地域気候予測の結果をもとに、水・土砂災害リスク低減および都市高温化緩和の観点から、
将来都市環境ゾーン地図を作成した。例として、都市高温化緩和の観点から作成した将来都市
環境ゾーン地図を図 1 に示す。 
(2) 協働型ワークショップを行い、対象都市の気候変動適応型再自然化計画シナリオ作成を行
った。結果の例を図 2 に示す。 
(3) 気候変動適応を目的とした再自然化計画メニューの提案を行った。具体的には、市街地内
の緑地配置方針を示した。また、ワークショップの結果より、メニューの作成過程における情
報提供手法について検討を行い、その手法の提案を行った。 
 



 

図 1 都市高温化緩和の観点から作成した将来都市環境ゾーン地図（横浜市） 
 

 
図 2 気候変動適応型再自然化計画シナリオ作成（上段：広島市、下段：山口市） 
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